
新総合体育館・総合運動防災公園の遊戯施設を紹介します

　新総合体育館・総合運動防災公園は、令和 10
年 2月から段階的に供用開始予定です。今回は、
子どもが楽しめる遊戯施設を紹介します。
　目玉となるのは、約3,000㎡の芝生広場と、全
長約70mの大型複合遊具です。大型複合遊具は、
昇降して利用する高い通路と、車椅子利用者が通
行しやすい低い通路を併設。発達段階や運動能力
を問わず、誰もが遊べるインクルーシブな遊具で
す。　

注目の話題、気になる情報をお届けするコーナーです。
今号は、新総合体育館整備事業についてお知らせします。

　また、体育館内に大型屋内遊具ゾーンを設置。大
型ネット遊具やボルタリングなどの室内遊具があ
るほか、保護者が子どもを見守りながら休憩でき
る場として、「だんだん広場」があります。
　新総合体育館・総合運動防災公園
の整備については、市ウェブサイト
で公開しています。ご覧ください。　　
詳細　教育施設整備推進課☎058-383-
7302

大型複合遊具のイメージ 大型ネット遊具のイメージ

　６月に開催されたFIFAワールドカップ2026で
は、市出身の鈴木淳之介選手が県出身者として初
めて日本代表に選出され、世界最高峰の舞台に立ちま
した。日本代表は決勝トーナメントへ進出。惜しくも
ブラジル代表に敗れましたが、鈴木選手は世界の強
豪を相手に果敢なプレーを見せてくれました。本
市から世界へ羽ばたく選手が生まれたことは、私
たちの大きな誇りです。
　市では、パブリックビューイングを3回開催しま

した。会場には多くの
サッカーファンが集ま
り、大いに盛り上がり
ました。私も応援の輪
に加えさせていただき
ましたが、子どもから大

人までが1つになり、鈴木選手に声援を送り、喜
びや感動を分かち合う光景は、人とまちをつなぐ
スポーツの力を改めて感じさせてくれました。
　市では、「みんなが輝き彩りのあるまち」を目指
し、誰もがスポーツに親しみ、楽しめる環境づく
りを進めています。トップレベルの選手の活躍は、
子どもたちに目標、そして夢や希望を与え、スポ
ーツへの関心を高める大きなきっかけになります。
　９月には、第20回アジア競技大会ホッケー競技
が、本市を会場に開催されます。アジア各国の選
手が繰り広げる熱い戦いに触れ、多くの方にその
楽しさを知っていただきたいと思います。鈴木選
手の活躍で高まったスポーツの熱気をこの大会へ
とつなげ、「ホッケー王国かかみがはら」をさらに
盛り上げていきましょう。

スポーツがつなぐ人とまちスポーツがつなぐ人とまち

市長　浅野健司
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